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■

シンポジウム 3 株 式会社の受配構造と周辺労働書

シンポジウム 「株式会社の支配構造と同辺労働者よは、韓目国際交流財団による

日韓学術ラレポジウム崩蔵事業あ2001年 度プ由グラムとしを、日本と韓由走ぉしtt

2日に亘り行われた。

第1回目のシンポジウムは、韓国における株式会社の支配構造の設編や会社法の改

正をテーマに、2001年7月14日、西南学院大学で開かれた。このテーマは、1997
年のlMF危機に鮮い韓国社会において最大の争点となつていた問題の―つであった。

同シンポジウムでは、九州大学大学院法学研究院の森淳二郎教授の司会の下で、義

国商事法学会の代表理事である李均成教授 (韓国外国語大学)と 同学会の総務理事

である金東勲教授 (同大学)力Stそれそれ塁調報告を行つた。同報告についてはt

沢野直掘 (西南学院大学教授)、末永敏稲 (大阪大学本学院教授)、高橋公態 (九州産

業大学教授)、永野周志 (弁護士)、柳瞬昌 (西南学院大学教授)、岩色淳子 (九州共

立本学教揮)な どの日本人コメンテーターのほか、韓国佃1からも洪承仁 (京畿大学

教授)と 羅允沫 (国光大学教授)が 参加し、熱い議論が行われた。

穀 回目のシンポジウムは、韓目江原大学法学部で 「長期雇用システム周辺の労働者r‐|

問題をテーマに行われた。同シンポジウムでは、日本IRllでは、九州大学大学院法学

研究院の野由進教授と河野正輝教授がt「 非典型震用をめぐ
―
る法お由題」

‐
友ぴ 「芥

護保際の実態」についてそれぞれ基調報告を行い、韓目側では、尚志大学の金仁在

教授が 「圭国の非主規労働者の法的問題」について報告をおつた。高テーやも韓由

で本変話題となつているイシュ■であるために、30人以上の研究者が討議に参加した。

同シンポジウムでは、韓国江原大学法学部の韓満珠学部長が司会を務め、金哉勲 (韓

国1韓 林大学教授)ヽ出下嘉 (え雷米大学法学部講師11などお,|メンナ
ータ■として
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